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道
路
や
河
川
、
港
湾
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ

ラ
や
建
築
物
の
建
造
・
整
備
を
通
じ
て
、社
会
や
経
済

を
支
え
る
建
設
産
業
。
29
業
種
も
あ
る
建
設
業
の
従

事
者
や
、
建
築
士
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
が
連
携
し
建
設
産
業
を
支
え
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
従
事
者
が
活
き
活
き
と
働
き
、ま
た
今

後
も
活
気
あ
る
産
業
で
あ
る
た
め
に
、
将
来
を
見
据

え
た
新
し
い
制
度
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
建
設
産
業
界
の
課
題
を
見
据
え

「
建
設
産
業
政
策
会
議
」を
設
置

建
設
産
業
は
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
な
ど
の
建
設
・
整

備
は
も
ち
ろ
ん
、災
害
時
の
復
旧
・
復
興
の
担
い
手
と

し
て
、ま
た
都
市
再
生
や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
課
題

解
決
に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む

中
、建
設
産
業
に
お
い
て
も
、高
齢
者
の
大
量
離
職
が

見
込
ま
れ
、将
来
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
設
業
就
業
者
の
う
ち
29
歳
以
下
が
占
め
る
割

合
は
約
11
％
で
、
55
歳
以
上
が
約
34
％
を
占
め
る
な

ど
他
の
産
業
に
比
べ
て
高
齢
化
の
進
行
が
早
く
、
新

規
入
職
者
の
確
保
・
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
の

背
景
に
は
平
成
４
年
度（
１
９
９
２
年
度
）を
ピ
ー
ク

と
す
る
建
設
投
資
の
縮
小
が
あ
り
、特
に
、公
共
事
業

の
割
合
が
高
い
地
方
部
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
一
方
、東
日
本
大
震
災
な
ど
に
お
け
る

応
急
復
旧
や
復
興
工
事
に
よ
り
建
設
産
業
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
、既
存
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
対

策
、そ
し
て
将
来
に
向
け
た「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」へ
の

対
応
な
ど
、
建
設
産
業
が
担
う
役
割
が
見
直
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、海
外
建
設
市
場
へ
の
進
出
や
技

術
を
生
か
し
た
環
境
・
福
祉
な
ど
の
新
分
野
へ
の
事
業

拡
大
な
ど
に
よ
り
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

建
設
産
業
の
10
年
後
を
見
据
え

「
制
度
イ
ン
フ
ラ
」を
再
構
築
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地
域
の
守
り
手
と
し
て

多
様
な
連
携
強
化
を
支
援

少
子
高
齢
化
に
よ
る
建
設
産
業
の

将
来
の
担
い
手
不
足
は
、
地
方
部
で

よ
り
顕
著
と
な
る
傾
向
に
あ
り
、
経

営
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
の
建
設
事
業
者
が
存

続
し
、
災
害
時
対
応
な
ど
で
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
公
共
団
体
や

他
の
産
業
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、地
域
の

守
り
手
で
あ
る
建
設
事
業
者
を
支
援
し
地
域
連
携
を

促
進
す
る
た
め
に
、
平
成
29
年
７
月
に
経
営
事
項
審

査
の
制
度
改
正
を
実
施
し
、
防
災
活
動
へ
の
貢
献
や

建
機
の
保
有
状
況
に
対
す
る
加
点
方
法
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

建
設
産
業
の
好
循
環
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
震
災
復
興
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
の
事
業
、
そ
し
て
将
来
の
日
本
が
目
指
す

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」に
向
け
た
事
業
の
担
い
手
と
し

て
も
、建
設
産
業
の
役
割
が
重
視
さ
れ
る
中
で
、業
界

内
で
も
新
し
い
時
代
に
呼
応
し
た
よ
り
魅
力
あ
る
産

業
に
な
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

潮
流
を
加
速
す
る
べ
く
、
今
後
も
制
度
面
か
ら
支
援

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
で
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
る
昨
今
に

あ
っ
て
、
賃
金
水
準
の
向
上
や

長
時
間
労
働
の
是
正
、
週
休
二

日
の
確
保
な
ど
就
業
環
境
の
改

善
が
必
須
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
５
年
間
で
建
設
業
男

性
全
労
働
者
の
年
間
賃
金
総
支

給
額
は
約
15
％
上
昇
し
全
産
業

の
水
準
を
上
回
り
、
業
界
団
体

を
中
心
に
週
休
二
日
実
現
の
た

め
の
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
る

な
ど
、
業
界
そ
の
も
の
の
意
識

が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
加
速

し
、
建
設
産
業
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行
政

も
仕
組
み
や
制
度
づ
く
り
で
支
援
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
認
識
の
も
と
、
長
時
間
労
働
の
是

正
に
向
け
、
平
成
29
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
働
き
方

改
革
実
行
計
画
に
基
づ
き
立
ち
上
げ
た
関
係
省
庁

連
絡
会
議
に
お
い
て
、
受
発
注
者
双
方
の
適
切
な
工

期
設
定
に
対
す
る
認
識
醸
成
を
目
的
に
同
年
８
月
に

「
適
正
な
工
期
設
定
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、建
設
産
業
政
策
会
議
の
と
り

ま
と
め
に
基
づ
き
、経
営
事
項
審
査※

に
お
い
て
社
会
保

険
未
加
入
企
業
へ
の
減
点
措
置
の
厳
格
化
の
決
定
な

ど
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
意
図
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
個
々
の
技
能
者
の
保
有
資
格
や
就
業
履

歴
を
業
界
統
一
の
ル
ー
ル
で
蓄
積
す
る「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
蓄
積
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
、技
能
者
の
能
力

評
価
を
行
う
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
色
分
け
し
た

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
」を
発
行
す
る
な
ど
、
現

場
の
施
工
力
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
な
ど
の
可
視
化
も
可
能

に
な
り
ま
す
。個
々
の
技
能
者
が
技
能
や
経
験
に
応
じ

た
評
価
や
処
遇
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
以
上
に
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
や
技
能
の
研
さ
ん
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、技
能
者
を
雇
用
す
る
専
門
工
事

企
業
の
評
価
に
も
連
動
さ
せ
、
良
い
職
人
を
抱
え
、
育

て
る
企
業
が
選
ば
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
処
遇
改
善
や
人
材
投
資
を
生
み
出
す
好
循
環
を

作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、平
成
30
年

秋
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、運
用
開
始
後
５
年
で
全
て
の
技
能

者
・
事
業
者
の
登
録
を
目
指
し
て
、
業
界
全
体
で
普

及
・
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
役
割
を
担
い
、建
設
産
業
が
発
展
す
る
た
め

に
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の
就
業
を
中
心
に
高
齢

者
や
女
性
な
ど
も
含
め
た“
働
く
人
の
確
保
と
活
躍
”

が
必
要
で
あ
り
、“
現
場
力
の
維
持
”を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
は
、個
々
の
企
業
も
含

め
た
発
注
者
や
地
域
な
ど
、
業
界
全
体
で
の
連
携
が

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、平
成
28
年
10
月
に「
建

設
産
業
政
策
会
議
」を
立
ち
上
げ
、
建
設
産
業
の
活

力
の
源
泉
で
あ
る「
現
場
力
」の
維
持
を
目
的
と
す
る
、

法
制
度
や
建
設
産
業
関
連
制
度
の
基
本
的
な
枠
組
み

の
見
直
し
に
つ
い
て
議
論
や
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
１
月
か
ら
は
、
よ
り
専
門
的
に
議
論
を
深

め
る
べ
く「
法
制
度
・
許
可
」「
企
業
評
価
」「
地
域
建

設
業
」の
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
多

く
の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
を

踏
ま
え
、
建
設
産
業
が
将
来
継
続
し
て
発
展
す
る
た

め
に
は
、よ
り
魅
力
あ
る
職
場
・
業
界
と
し
て
の
制
度

イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
必
要
と
し
、「
建
設
産
業
政
策

２に
ぃ

０ま
る

１い
ち

７な
な

＋プ
ラ
ス
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〜
テ
ン

若
い
人
た
ち
に
明あ

日す

の
建
設
産
業

を
語
ろ
う
〜
」と
題
し
た
報
告
書
を
同
年
７
月
に
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
副
題
に
は「
10
年
後
を
担
う
若

者
に
対
し
、
建
設
産
業
の
魅
力
を
創
出
し
伝
え
る
こ

と
」へ
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
柱

と
な
る
４
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

担
い
手
不
足
の
解
消
に
向
け

「
働
き
方
改
革
」を
促
進

建
設
産
業
の
発
展
を
牽
引
し
、
産
業
価
値
の
源
泉

で
あ
る「
現
場
力
」を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に

将
来
の
担
い
手
確
保
を
意
識
し
た「
働
き
方
改
革
」が

i-C
onstruction

で

効
率
的
な
生
産
性
向
上
を
目
指
す

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
も
、
建
設
業
が

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
国
土
保
全
な
ど
を
担
っ
て
い
く
た

め
に
、ま
た
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
賃
金
水
準
の
向
上

や
就
業
時
間
の
短
縮
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、生

産
性
向
上
は
必
須
事
項
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、
調
査
・
測
量
か
ら
設

計
、
施
工
、
検
査
な
ど
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
全
工

程
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）な
ど
を
活
用
す

る「i-Construction

（
ア
イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
）」を
推
進
し
、
建
設
現
場
の
生
産
性
を
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
２
割
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
用
い
た
三

次
元
測
量
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施
工
な
ど
に
よ
り

起
工
測
量
か
ら
完
成
検
査
ま
で
の
、
の
べ
作
業
時
間

の
短
縮
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
促
進
す
る
べ
く「
三
次
元
デ
ー
タ

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
構
築
・
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
の
変
化
に
応
じ
た
良
質
な
建
設

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
制
度
づ
く
り

建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
、
継

続
的
に
品
質
を
担
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
変
化
に
応

じ
た
制
度
の
整
備
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

設
計
や
発
注
に
係
る
発
注
者
の
事
務
を
補
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た「
Ｃ
Ｍ（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）方
式
」に
関
す
る
制
度
づ
く
り
も
そ
の

一
つ
で
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、土
木
・
建
築
の
職
員

が
減
少
し
今
後
発
注
体
制
が
十
分
に
確
保
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
大

規
模
修
繕
や
住
宅
建
築
な
ど
に
お
け
る
個
人
発
注
者

に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事
の
発
注
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し

て
い
な
い
た
め
、
発
注
に
あ
た
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
Ｃ
Ｍ
方
式
に
よ
り
安
心
し

て
工
事
発
注
し
や
す
い
よ
う
に
環
境
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
近
年
で
は
工
場
で
製
造
し
た
パ
ー
ツ
を
工
事

現
場
で
組
み
合
わ
せ
る
施
工
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
工
品
質
に
直
結
す
る
設
計
や
工
場
製
品
の
品
質
向

上
の
た
め
の
制
度
づ
く
り
や
、
不
具
合
に
対
す
る
再
発

防
止
策
の
検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※経営事項審査
建設業法第27条の23に規定されている、経営に関する客観的
事項についての審査。公共工事を発注者から直接受注しようとす
る建設業者に義務づけられている。経営規模、経営状況、技術力、
その他審査項目（社会性等）について審査を行い、入札のランク
付けに利用される。

特集 魅力ある建設産業へ

取り組み1取り組み2

取り組み3

取り組み4

建設業男性全労働者の年間賃金総支給額

建設キャリアアップシステムを活用した
技能者の能力評価（イメージ）

従来測量

ドローンなどによる
３次元測量

➡

年間賃金総支給額
　　　　＝決まって支給する現金給与額×12＋年間賞与その他特別給与額
参考：賃金構造基本統計調査（10人以上の常用労働者を雇用する事業所）
　　　（厚生労働省）

（単位：千円）

2012年 2016年 上昇率
建設業男性全労働者 4,831.7 5,553.2 14.9％

製造業男性全労働者 5,391.1 5,516.5 2.3％
全産業男性労働者 5,296.8 5,494.3 3.7％

目安：
見習い技能者

※カードのカラーはイメージ

目安：
中堅技能者

目安：
職長・熟練技能者

目安：
登録基幹技能者
上級職長

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

評価基準に合わせて
カードを色分け

建設キャリアアップシステムに登録した技能
者に対し個別に配布されるキャリアアップ
カードを、レベルに応じて色分けする

i
-con

工事日数（term）

人
（men）

人・日
当たりの仕事量
（work）

現場作業の高度化・効率化
により、工事日数を短縮
し、休日を拡大

ＩＣＴの導入などに
より、中長期的に予
測される技能労働
者の減少分を補完

省人化

工事日数削減
（休日拡大）

建設現場の
生産性２割向上

i-Constructionにより、これ
までより少ない人数、少ない工事
日数で同じ工事量の実施を実現

➡

➡

生産性向上のイメージ

CM方式の類型例
（ピュア型CM）

設計 施工

マネジメント

建設
コンサルタント

建設
会社

建設
会社

建設
会社

CMR（コンストラクション・マネージャー）
が、設計・発注・施工の各段階において、
マネジメント業務を行う方式

発　　注　　者

CMR

（例）測量の場合
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昭
和
50
年（
１
９
７
５
年
）に
設
立
さ
れ
た
一
般
財

団
法
人
建
設
業
振
興
基
金
。
設
立
か
ら
42
年
間
、
一

貫
し
て
建
設
業
界
、
特
に
中
小
企
業
や
専
門
工
事
業

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
建
設
産
業
と
行
政
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
」と
し
て
、人
材
育
成
や
入
職
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か

を
、内
田
俊
一
理
事
長
に
伺
い
ま
し
た
。

離
職
す
る
若
者
が
多
い
建
設
業
界

―
（
一
財
）建
設
業
振
興
基
金
と
は
ど
の
よ
う
な

組
織
で
す
か
。

当
財
団
は
昭
和
50
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
、高
度
成

長
が
も
は
や
望
め
ず
産
業
構
造
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
中
、
地
域
建
設
業
や
専
門
工
事
業
を
支
え
る
た
め

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
業
務
は
主
に
三
つ
の
分
野
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
中
小
建

設
業
に
対
す
る
金
融
支
援
、産
業
の
活

性
化
支
援
、経
営
者
に
対
す
る
研
修
な

ど
、経
営
基
盤
の
強
化
で
す
。
二
つ
目

は
担
い
手
確
保
・
育
成
で
す
。
こ
れ
に

は
、「
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」や「
建
設
労
働
者
緊
急
育
成
支
援

事
業
」を
は
じ
め
、建
築
お
よ
び
電
気
工
事
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験
や
建
設
業
経
理
検
定
、
監
理
技
術
者

講
習
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
試
験
研
修
領
域
の

業
務
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
三
つ
目
は
建
設
産

業
か
ら
の
情
報
発
信
の
強
化
で
す
。地
域
社
会
に
欠
か

せ
な
い
建
設
産
業
の
姿
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
取
り
組

み
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
建
設
業
界
で
の
若
者
の
雇
用
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

現
在
日
本
で
は
、
就
業
者
の
４
割
が
非
正
規
雇
用

と
い
う
不
安
定
な
状
態
で
働
い
て
い
ま
す
。
給
与
も
安

く
、将
来
も
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
研
修
の
受

講
機
会
が
な
く
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
が
圧
倒

的
に
少
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
・
人

口
減
少
の
中
で
、
多
く
の

若
者
が
非
常
に
不
安
定

な
状
態
に
置
か
れ
、
将
来

に
つ
い
て
不
安
を
募
ら
せ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
者
の
早
期
離

職
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
業
界
で
も
、
高

校
卒
業
後
に
仕
事
に
就
い
た
若
者
の
約
５
割
、
大
卒

の
約
３
割
が
３
年
の
間
に
辞
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

若
者
に
職
業
を
選
択
す
る
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
は

何
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
安
定
し
て
長
く
勤
め
ら
れ

る
こ
と
」と
い
う
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
の
に
、
実
際

に
は
早
期
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

若
者
の
意
識
と
い
う
よ
り
は
受
け
入
れ
る
産
業
界
側

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

は
こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
考
え
、
平
成
26
年

10
月
に「
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」を
設
立
し
、
建
設
産
業
界
全
体
で
若
者
の
入
職

や
教
育
訓
練
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

個
別
の
企
業
一
社
だ
け
で
は
で
き
な
い

人
材
育
成
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る

―
人
材
確
保
・
育
成
の
観
点
か
ら
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
建
設
業
で
は
、産
業
構
造
の
中
に
人
材
育
成
の
仕

組
み
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
状
態
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
責
任
を
持
っ
て
一
人
前
に

す
る
か
ら
安
心
し
て
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」と
言
え

る
よ
う
に
す
る
、
こ
れ
が「
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・

育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」の
目
的
で
す
。
一
社

で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
企
業
は
少
な

い
の
で
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

５
年
間
を
か
け
て
地
域
ぐ
る
み
で
担
い
手
育

成
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、ど
の
よ

う
な
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
合
工
事
業
・
専
門
工
事
業
、行
政
、教
育

機
関（
工
業
高
校
や
小
・
中
学
校
）、
職
業
訓

練
校
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。平
成
29
年
11

月
現
在
で
、42
の
団
体
・
地
域
が
活
動
を
し
て

い
ま
す
。「
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、職
業
訓
練
校
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、プ
ロ
グ
ラ
ム
・
教

材
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
建
設
産
業
人
材
確
保
・

育
成
推
進
協
議
会
と
い
っ
た
組
織
が
連
携
し
、
建
設

産
業
界
の
人
材
確
保
と
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
設
立
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
表
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
ず
、教
育
訓
練
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

認
定
職
業
訓
練
と
し
て
事
業
が
継
続
さ
れ
た
取
り

組
み
の
例
が
３
カ
所
あ
り
ま
す
。
ま
た
、多
く
の
地
域

で
合
同
初
任
者
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
建
設
業

の
中
小
企
業
に
就
職
し
た
若
者
に
は
、
職
業
訓
練
や

仲
間
と
の
交
流
機
会
が
少
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、合
同
初
任
者
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
解
消

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

若
者
に
特
化
し
た
取
り
組
み
と
し
て
工
業
高
校
と

の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。在
学
中
の
資
格
取

得
に
関
連
し
た
直
前
講
習
や
試
験
当
日
の
送
迎
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
出
前
講
座
や
就
職
支
援
、
Ｏ
Ｂ
と

の
交
流
な
ど
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
高
校
生
が
在
学
中
に
取
得

で
き
る
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
二
級
の
学
科
試
験

合
格
者
が
、３
年
間
で
倍
増
す
る
な
ど
の
成
果
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
生
徒
指
導
す
る
教
員
を
対
象

と
し
て
、
教
員
免
許
更
新
講
習
と
し
て
の
文
部
科
学

大
臣
認
定
を
受
け
た
実
務
施
工
体
験
研
修
も
行
っ
て

い
ま
す
。

建
設
労
働
者
緊
急
育
成
支
援
事
業
で

訓
練
か
ら
就
職
あ
っ
せ
ん
を
推
進

―
就
職
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

厚
生
労
働
省
の
事
業
で
す
が
、「
建
設
労
働
者
緊
急

育
成
支
援
事
業
」を
当
財
団
が
受
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
で
５
０
０
０
人
に
建

設
業
へ
就
職
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
、
募
集
か
ら

職
業
訓
練
・
関
連
資
格
の
取
得
、
就
職
あ
っ
せ
ん
ま

で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
、
28
年
度
で

は
21
地
域
１
５
７
コ
ー
ス
を
実
施
し
、
１
５
２
７
名
の

修
了
者
の
う
ち
、
現
時
点
で
約
１
２
０
０
名
が
就
職

を
果
た
し
ま
し
た
。
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は「
建
設

業W
elCO

M
E

（
ウ
エ
ル
カ
ム
）！
」と
い
う
冊
子
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
新
し
い
試
み
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
中
心

に
な
っ
て
進
め
て
い
る「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
」の
運
営
主
体
と
し
て
、
平
成
30
年
秋
の
運
用
開
始

を
目
指
し
て
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
建
設
業
界
全
体
で
建
設
技
能
者
一
人
ひ
と
り

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
技
能
や
経
験
が
見
え

る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
、
能
力
評
価
、
能
力
別
給
与

そ
し
て
企
業
評
価
の
体
系
が
組
み
立
て
ら
れ
る
と
い

う
点
で
、
建
設
技
能
者
の
的
確
な
処
遇
改
善
や
技
能

の
研
さ
ん
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、働
き
方
改
革
や

女
性
の
活
躍
に
も
有
効
な
シ
ス
テ
ム
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

➡
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
４
頁 

「
総
論
」参
照

―
広
報
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
か
。

建
設
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
伝
え
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
建
設
現
場
へ
Ｇ
Ｏ
！
」の
運
営
を
通
じ
て
建

設
業
の
仕
事
場
に
つ
い
て
若
者
を
含
め
社
会
に
知
っ

て
も
ら
う
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
建
設
業
界
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

建
設
業
は
、担
い
手
三
法※

が
改
正
さ
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
大
き
く
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。建
設
業
界
を
挙

げ
て
建
設
現
場
の
あ
る
が
ま
ま
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
も

ら
い
、
若
者
と
し
っ
か
り
正
面
か
ら
向
き
合
お
う
と
し

て
い
ま
す
。

日
本
は
、静
穏
期
を
過
ぎ
激
動
期
に
入
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
る
で

し
ょ
う
。「
建
設
産
業
政
策
２に

ぃ

０ま
る

１い
ち

７な
な

＋プ
ラ
ス

10
」

テ
ン

に
は
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
す
べ
て
並
べ
て
あ
り
ま
す
が
、
発

注
者
と
建
設
産
業
界
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
む
こ

と
に
よ
り
、10
年
後
に
お
い
て
建
設
業
を
担
う
人
が
増

え
、
地
域
の
建
設
業
が
し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
経
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
状
況

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
年
後
も
地
域
に
欠
か
せ
な
い
建
設
業

活
力
と
魅
力
の
向
上
を
目
指
し

担
い
手
の
確
保・育
成
を
支
援

一
般
財
団
法
人
建
設
業
振
興
基
金　
内
田
俊
一
理
事
長
に
聞
く

出典：厚生労働省「新規学卒者の離職状況
　　 （平成26年3月卒業者の状況）」

特集 魅力ある建設産業へ
（左から）
足場組立の訓練（建設
労働者緊急育成支援事
業）、柱の型枠建込の訓
練（実務施工体験研修）

※	

「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」、「
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」、「
建
設
業
法
」

内
う ち

田
だ

 俊
しゅん

一
い ち

 
PROFILE

　東京大学法学部卒業後、建設省
（当時）入省。千葉県企画部企画課
長、建設経済局建設業課建設業構造
改善対策官、京都市助役、大臣官房
政策課長、内閣官房内閣総務官・内
閣広報官、内閣府事務次官、消費者
庁長官などの要職を歴任。平成23年
７月、財団法人建設業振興基金（平
成24年４月に一般財団法人に）理事
長に就任し現在に至る。
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建設業 WelCOME（ウエルカム）！    http://www.kensetsu-kikin.or.jp/kunren/  建設現場へＧＯ！    http://genba-go.jp/
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急
激
な
市
場
変
化
や
技
術
革
新
を
受
け
、
国
や
自

治
体
な
ど
で
新
し
い
制
度
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
一

方
、
各
企
業
に
お
い
て
も
次
世
代
に
お
け
る
持
続
的

成
長
を
意
識
し
た“
働
き
方
改
革
”が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を

目
指
す
戸
田
建
設
株
式
会
社
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

働
き
方
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置
し

全
社
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進

戸
田
建
設
は
、平
成
27
年
に
掲
げ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ョ
ン「“
喜
び
”を
実
現
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
」の
実

現
に
向
け
、
施
策
の
一
つ
と
し
て「
働
き
方
改
革
検
討

委
員
会
」を
平
成
29
年
４
月
に
設
置
し
、
人
・
事
業
・

文
化
／
制
度
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
根
幹
と
な
る
経
営
方
針
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
事
業

を
取
り
巻
く
外
部
環
境
が
変
化
し
、
若
い
世
代
を
中

心
に
仕
事
に
対
す
る
価
値
観
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
、
持
続

的
な
成
長
を
遂
げ
る
に
は
、
組
織
の
仕
組
み
や

制
度
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
政
府
か

ら
の
指
針
や
社
員
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
組
織

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
働
き
方
改
革
を

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
推
進
し
て
い
ま
す
」（
大
友
氏
）。

社
長
を
議
長
と
す
る
経
営
会
議
で
の
決
定
に
基
づ

き
、各
部
門
の
代
表
者
で
構
成
す
る「
働
き
方
改
革
検

討
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
は「
社
員

の
意
識
改
革
」か
ら「
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
」ま
で
６

つ
あ
り
ま
す（
図
）。
そ
れ
ぞ
れ
並
行
し
て
の
検
討
や

実
行
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、経
営
資
源
が
限
ら
れ
る

た
め
、“
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
”進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

社
内
制
度
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
、
在

宅
勤
務
制
度
、
配
偶
者
同
行
制
度
な
ど
の
導
入
や
有

給
休
暇
の
取
得
推
進
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
社
ビ
ル
の
建
替
え
を
見
据
え
、平
成
29
年
５
月
か
ら

オ
フ
ィ
ス
環
境
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
事
務

セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、各
支
店
の
管
理
・
総
務
部
業

務
を
集
約
し
て
効
率
化
を
進
め
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
業
務
フ
ロ
ー
の
改
善
な
ど
で
間
接
業
務
の
生

産
性
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
更
な
る
精
度
の
向
上
と
省
力
化
を
図
り
、収
益
部

門
や
戦
略
部
門
へ
人
員
の
シ
フ
ト
を
図
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
本
年
度
中
に
人
事
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
整
備
す
る
な
ど
、人
事
業
務
の
効
率
化
も
進

め
て
い
き
ま
す
」（
大
友
氏
）。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
で

作
業
所
の
生
産
性
向
上
と
意
識
改
革
を
実
行

制
度
改
革
や
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
整
備
で
、本
社
な
ど

の
内
勤
業
務
を
担
う
社
員
に
は
一
定
の
成
果
が
上
が

り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
作
業
所
へ
の
浸
透
は
こ
れ
か
ら

で
す
。

「
作
業
所
で
は
、残
業
や
休
日
出
勤
を
減
ら
す
要
請

が
あ
っ
て
も
、
発
注
者
の
意
向
や
天
候
の
影
響
な
ど
も

あ
り
、
な
か
な
か
期
待
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
建
設
業
の
担
い
手
確
保
の
た
め
に
も
待
遇
や
仕
事

環
境
の
改
善
が
必
要
な
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、実
現
が

困
難
で
あ
っ
て
も
意
識
付
け
す
る
こ
と
は
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。作
業
所
で
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
生
産
性
向
上
と
働
く
人
の
意
識
改
革
と
い
う

両
輪
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
回
す
こ
と

が
大
切
で
す
」（
山
田
氏
）。

適
度
な
休
み
を
取
る
こ
と
で
良

質
な
労
働
が
可
能
に
な
り
、
短
時

間
で
成
果
が
上
が
れ
ば
ま
た
休
み
も
取
り
や
す
く
な

り
ま
す
。生
産
性
向
上
に
は
個
人
の
努
力
だ
け
で
な
く

業
務
改
善
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
新
技
術
の
導
入
な
ど
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
デ
ー
タ
の
閲

覧
・
収
集
や
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ※

１で
の
状
況
把
握

な
ど
は
、
平
成
27
年
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
事
故
を
防

ぐ
た
め
の
状
況
把
握
や
判
断
の
ほ
か
、
Ａ
Ｒ（
拡
張
現

実
）や
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）を
用
い
た
模
擬
体
験
に
よ

る
人
材
教
育
な
ど
へ
の
活
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た

本
年
度
中
に
は
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
測
量
や
撮
影
な

ど
、i-Construction

へ
の
対
応
を
一
層
進
め
て
い

く
計
画
で
す
。

さ
ら
に
少
な
い
人
数
で
効
率
よ
く
作
業
所
で
の
業

務
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
や

写
真
管
理
、
設
計
変
更
に
お
け
る
間
接
業
務
な
ど
を

抜
き
出
し
て
本
社
・
支
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
う“
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
化
”も
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
を

早
く
成
長
さ
せ
る
べ
く
、
社
員
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、今
ま
で
よ
り
３
年
前
倒
し
で
主
任
・
監
理
技

術
者
、
作
業
所
長
な
ど
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
な
人
材

育
成
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
業
務
効
率
化
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
内
努
力

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
週
休
二
日
や
残
業
廃
止

な
ど
に
つ
な
げ
る
に
は
、発
注
者
や
協
力
会
社
の
理
解

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
業
務
効
率
化
と
共
に
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
働
き
方
も
業
界
全
体
の
常
識
と
し
て
浸
透
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
田
氏
）。

設
計
・
施
工
段
階
に
お
け
る

フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
推
進

作
業
所
に
お
け
る
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
と
工
業
化
・
省
力
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
施
工
段
階
で
の
作
業
の
や
り

直
し
や
不
具
合
に
よ
る
設
計
変
更
な
ど
の
手
戻
り
を

少
な
く
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
フ
ロ
ン

ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
」と
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
工
程

に
お
い
て
、
発
注
者
の
要
求
や
設
計
・
施
工
で
起
こ
り

う
る
問
題
や
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
洗
い
出
し
、“
見

え
る
化
”す
る
こ
と
で
、
後
工
程
に
発
生
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
手
戻
り
や
ロ
ス
を
削
減
し
、関
連
部
署
・
協
力
会

社
が
協
働
し
て
解
決
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

「
一
般
的
に
も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
不
具

合
に
よ
る
変
更
が
後
工
程
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
コ
ス

ト
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

が
実
現
す
れ
ば
、
品
質
を
担
保
し
、
無
駄
な
作
業
や
コ

ス
ト
を
最
小
に
抑
え
て
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の“
見
え
る
化
”が
大
変
重
要
で
、
例
え
ば
デ

ザ
イ
ン
・
構
造
・
機
能
の
不
整
合
が
分
か
り
ま
す
し
、

安
全
の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
発
注
者
と
の
合
意
形

成
も
取
り
や
す
く
な
る
で
し
ょ

う
」（
早
川
氏
）。

こ
れ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、建
築
本
部
で

は
平
成
29
年
４
月
に
名
古
屋
支
店
と
広
島
支
店
に
フ

ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
推
進
課
を
設
置
し
、
２
０
２
０

年
度
ま
で
に
全
支
店
へ
の
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
成
果
を
高
め
る
に
は
、

Ｂ
Ｉ
Ｍ※

２技
術
の
導
入
・
活
用
に
加
え
、
課
題
の
先
行

解
決
・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
合
意（
承
認
）が
前
提
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
業
務
フ
ロ
ー
の
変
革
、
視
野

を
広
く
持
ち
、全
体
を
見
て
最
適
化
す
る
こ
と
を
指
向

し
た
部
門
や
会
社
を
超
え
た
協
業
と
、
そ
れ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
、
さ
ら
に
は
当

社
の
取
り
組
み
に
対
す
る
発
注
者
や
協
力
会
社
の
理

解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。互
い
の
信
頼
関
係
が
必
要
で
あ

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
す
。働
き
方
改

革
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
仕
組
み
や
制
度
、
技
術
に
加

え
、人
の
意
識
改
革
が
重
要
な
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。
制

度
を
導
入
し
て
お
し
ま
い
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
や
価

値
を
伝
え
な
が
ら
浸
透
さ
せ
る
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
早
川
氏
）。

環
境
整
備・意
識
改
革・生
産
性
向
上
に
よ
る

働
き
方
改
革
で“
喜
び
”の
実
現
を
目
指
す

戸
田
建
設
株
式
会
社

特集 魅力ある建設産業へ

タブレットの活用で最新の設計
データなども即時に共有。現場
での確認もスムーズになる。

※
１	

身
体
な
ど
に
装
着
し
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
で
撮
影
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
小
型
カ
メ
ラ

※
２	

Building Inform
ation M

odeling

（
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

モ
デ
リ
ン

グ
）の
略
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
形
状
寸
法
と
属

性
情
報
を
併
せ
持
つ「
３
次
元
の
建
物
情
報
モ
デ

ル
」を
構
築
し
、
企
画
・
設
計
・
施
工
・
維
持
管

理
に
活
用
し
て
い
く
仕
組
み
の
こ
と
。

取締役常務執行役員総務部長 
大友敏弘 氏

常務執行役員土木工事統轄部長 
山田裕之 氏

取締役常務執行役員建築工事統轄部長
　早川誠 氏

従来

縦割り
設備

生産設計
技術

設計

工事 安全管理
品質管理

課題抽出
 ・解決 

課題抽出
 ・解決 

課題抽出
 ・解決 

課題抽出
 ・解決 

課題抽出
 ・解決 

課題抽出
 ・解決 

今後
課題抽出・解決

フロントローディング推進

安全管理
品質管理

技術

生産設計

設備

工事

フロントローディング
推進課

設計

フロントローディング概略図

※ＨＩＴ活動…㈱システム科学代表取締役の石橋氏が提案する HIT（Human resource 
and Intelligence Technology）法は、組織のメンバー全員が参加できる業務改善手
法に基づいた活動

参考：「働き方改革」実践ガイド　山崎紅　日経ＢＰマーケティング2017

「働き方改革検討委員会」の取り組み

取組経過・成果などに関
する社内への継続的な
メッセージ発信

働きやすく、コミュニ
ケーションが活発化し、
知的生産性を向上させ
る場づくり

ＩＣＴ戦略ユニットによる
インフラ整備や生産性向
上のための作業所など
での各種取り組み

・生産性No.1推進委員会
による活動
・「HIT活動」※の考え方を
展開・推進

①多様な従業員が活躍
できる職場
②時間、場所を柔軟に活
用する働き方
③評価、処遇制度の改善

など

社員の意識改革

業務プロセス改革

新たな仕組み・
制度の導入

社内規定の見直し

ＩＣＴ導入

オフィス環境整備

人事制度部会 ワークスタイル部会
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新
・み
や
ぎ
建
設
産
業
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定

宮
城
県
で
は
平
成
28
年
３
月
に「
新
・
み
や
ぎ
建
設

産
業
振
興
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
の

建
設
産
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
施
策
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
有
識
者
、
建
設
業
関
係
団
体
、
自

治
体
代
表
に
よ
る
懇
談
会
を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

関
係
団
体
か
ら
は「
若
い
人
が
建
設
産
業
に
入
っ
て

こ
な
い
」「
従
業
員
だ
け
で
な
く
経
営
者
も
高
齢
化
し

て
い
る
」「
震
災
需
要
が
終
わ
っ
た
後
、
ま
た
以
前
の

よ
う
な
過
当
競
争
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
不
安
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

資
額
は
震
災
前
の
水
準
に
激
減
す
る
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
化
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
う
他
産
業
と
の
人
材
確
保
の
競
争
激
化
な
ど
、
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

大
河
原
土
木
事
務
所
は
県
南
部
の
２
市
７
町
で
構

成
さ
れ
る
仙
南
地
域
を
所
管
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
中
小
規
模
の
建
設
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
復
旧
・

復
興
事
業
が
縮
小
し
た
先
の
見
通
し
が
不
明
確
な
こ

と
か
ら
、
会
社
経
営
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
経
営
者

が
数
多
く
い
ま
す
。

行
政
が
民
間
企
業
の
経
営
や
雇
用
に
立
ち
入
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
建
設
産
業
の
衰
退
は

県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
上
で
大
き
な

影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
平
常
時
の
道
路
・
河
川

施
設
な
ど
の
点
検
維
持
管
理
や
災
害
時
の
緊
急
工
事

の
ほ
か
に
、
冬
場
に
道
路
の
凍
結
や
積
雪
に
対
す
る

除
融
雪
作
業
に
活
躍
し
て

い
る
の
も
地
元
の
建
設
企

業
で
す
。

こ
う
し
た
作
業
は
、
地

域
の
実
情
を
よ
く
把
握
し

機
動
力
の
あ
る
地
元
の
建

設
企
業
が
適
任
で
す
。
ま

た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

県
で
は
ま
ず
、
振
興
プ
ラ
ン
の
主
要
施
策
の
一
つ
で

あ
る
総
合
評
価
落
札
方
式
の
見
直
し
に
着
手
し
、
平

成
29
年
４
月
に
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
県
内
を
７
つ

の
土
木
事
務
所
所
管
区
域
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地

元
の
優
良
な
建
設
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
り
、

担
い
手
確
保
・
育
成
も
含
め
て
経
営
目
標
を
立
て
や

す
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
企
業
の
技
術
力
を

評
価
す
る
ほ
か
に
、
災
害
時
対
応
や
維
持
管
理
業
務

な
ど
の「
地
域
貢
献
」に
つ
い
て
は
、
管
内
の
企
業
に

加
点
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
作
業
に
お
け
る
週
休
二
日
の
確
保
や
、

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、モ
デ
ル
工
事
実
施
の
取

り
組
み
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
界
も
低
価
格
競
争
に
よ
る
担
い
手
確
保
・

育
成
へ
の
危
機
感
は
建
設
企
業
と
同
様
で
す
の
で
、総

合
評
価
落
札
方
式
の
入
札
割
合
を
段
階
的
に
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
建
設
業
発
展
の
た
め
に

誰
も
が
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
の
建
設
企
業
が
存
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、建
設
工
事
の
安
定
的
受
注
が
基
本
と

は
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
公
共
工
事
を
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
独
自
の

取
り
組
み
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
過
疎
化

が
進
む
地
方
部
に
お
い
て
は
地
域
の
建
設
企
業
が
持

つ
技
術
力
、
機
動
力
、
住
民
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
地

方
創
生
に
生
か
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
人
件
費
や
建
設
資
材
の
高

騰
、
技
術
者
不
足
な
ど
に
よ
り
工
事
の
入
札
不
調
が

続
く
な
ど
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
連
続

で
し
た
が
、官
民
連
携
の
過
程
で
地
元
の
建
設
業
界
と

県
の
協
力
関
係
は
強
く
良
好
な
も
の
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の

建
設
企
業
に
は
県
や
市
町
村
な
ど
自
治
体
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

の
具
体
的
な
施
策
を
打
ち
出
し
た
の
が
、「
新
・
み
や

ぎ
建
設
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」で
あ
り「
建
設
産
業
政
策

２に
ぃ

０ま
る

１い
ち

７な
な

＋プ
ラ
ス

10
」

テ
ン

で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
法

律
や
制
度
の
改
正
を
伴
う
も
の
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
建
設
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は
発
注
者
、
受
注

者
の
区
別
な
く
建
設
産
業
に
携
わ
る
誰
も
が
自
分
の

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
当
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い
る
職
員
の
一
人
ひ
と

り
が
明
日
の
宮
城
の
建
設
産
業
を
意
識
し
な
が
ら
、地

道
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

復
旧
・
復
興
事
業
が
終
わ
っ
た
後
の

宮
城
県
の
建
設
産
業
を
見
据
え
る

平
成
28
年
10
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
建
設
産
業
政
策

会
議
で
は
、「
法
制
度
・
許
可
」「
企
業
評
価
」「
地
域

建
設
業
」の
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
地
域
建
設
業
Ｗ
Ｇ

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所
長 

髙
橋
一
朗
氏
に
、
地
域
の
建
設
産
業
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
す

地
域
の
建
設
企
業

地
域
の
建
設
企
業
は
、
東
日
本
大
震
災
で
自
ら
も

被
災
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
の
発
生
後
い
ち

早
く
通
行
困
難
な
道
路
を
啓け

い

開か
い

し

※

、
人
命
救
助
や
支

援
物
資
の
供
給
に
貢
献
す
る
な
ど
、非
常
時
に
お
け
る

「
地
域
の
守
り
手
」と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

そ
の
後
の
復
旧
・
復
興
事
業

な
ど
で
建
設
投
資
額
が
増
大
し
、

宮
城
県
内
の
建
設
企
業
の
経
営

環
境
は
震
災
前
と
比
べ
る
と
活

況
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
し
か
し
、復
旧
・
復
興
事

業
は
い
ず
れ
終
わ
り
、
建
設
投

宮城県大河原土木事務所
所長　髙橋一朗 氏

出所：国土交通省「建設総合統計」より宮城県土木部作成

建設産業の役割や魅力を将来の
担い手として期待する小中学生
に向けてアピールし、さらに保護
者が持つマイナスイメージを払拭
する取り組みが必要ということか
ら、大河原土木事務所では夏休み
に志

し
賀
が

姥
うば

ヶ
が

懐
ふところ

トンネルにおいて
親子現場見学会を開催。今後も
開催していくと髙橋所長は語る。

宮城県石巻市の復興事業の様子

岩の硬さを確認

トンネル工事で使う
機械の説明

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2025（年度）20202016201520142013201220112010200920082007

国 宮城県 市町村

（億円）

震災発生
県工事建設投資額は
震災前の水準まで
激減する見通し

709 714

1,8012,0122,1481,884

2,583

770678751

738
812

877 1,012
2,576

6,428

7,168

4,621
4,923 4,638

869
733

976 1,108
1,008 1,588

2,353

4,146
4,589

4,094

宮城県工事建設投資額の推移とその見通し

親 子 現 場 見 学 会

※	 緊急車両などの通行のため早急に最低限のがれき処理を行うこと

ま
せ
ん
が
、
防
疫
作
業
に
も
地
元
の
建
設
企
業
の
力

を
借
り
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
３
月
に
栗
原
市
で
県

内
で
は
初
め
て
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し

た
。
発
生
後
72
時
間
以
内
で
の
殺
処
分
が
完
了
で
き

た
の
は
、建
設
企
業
が
訓
練
な
ど
の
事
前
準
備
を
し
っ

か
り
整
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

特集 魅力ある建設産業へ
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港
湾
・
空
港
・
海
岸
に
関
す
る

総
合
技
術
を
幅
広
い
分
野
に
適
用

「
新
潟
技
調
を
一
言
で
表
す
と
、『
港
湾
・

空
港
・
海
岸
の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
』
で
あ

り
、
港
湾
や
空
港
、
海
岸
整
備
に
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
技
術
の
開
発
や
、
実
際
に
工
事
を

担
当
す
る
管
内
各
事
務
所
の
調
査
・
設
計
を

行
う
こ
と
が
メ
イ
ン
の
業
務
に
な
り
ま
す
」と
、

所
長
の
笹
昭
二
は
語
り
ま
す
。

管
轄
エ
リ
ア
は
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福

井
、長
野
の
５
県
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
港
湾
や
空
港
、
海
岸
事
業
な
ど
の
整
備
に

技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

技
術
支
援
と
い
っ
て
も
、そ
の
範
囲
は
非
常

に
幅
広
く
、
例
え
ば
港
湾
に
お
い
て
は
、
防
波

堤
や
岸
壁
の
調
査
や
設
計
段
階
か
ら
建
設
・

改
良
工
事
期
間
の
技
術
的
課
題
の
解
決
、
さ

ら
に
は
完
成
後
の
維
持
管
理
を
含
め
た
支
援

や
、
作
業
船
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
技
術

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
設
計
条
件
と
現
場
条
件
の
相
違
か
ら
設

計
の
手
戻
り
が
生
じ
る
と
、
工
期
や
予
算
が

合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
態

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、設
計
段
階
か
ら
し
っ

か
り
と
調
査
を
行
い
、
高
い
生
産
性
を
実
現

す
る
た
め
の
新
し
い
技
術
を
開
発
す
る
よ
う

に
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
笹
）。

日
本
海
の
荒
波
に
負
け
な
い
強
固
さ
と

高
機
能
を
備
え
た
港
湾
設
計
を
目
指
す

新
潟
技
調
が
手
掛
け
る
技
術
開
発
分
野
の

中
で
も
、
特
に
重
要
な
の
が
波
に
対
す
る
港

湾
構
造
物
の
技
術
で
す
。こ
れ
は
、新
潟
技
調

の
管
轄
す
る
港
湾
や
海
岸
は
い
ず
れ
も
日
本

海
に
面
し
て
い
る
た
め
、
冬
場
の
荒
波
に
も

耐
え
得
る
強
固
な
防
波
堤
や
使
い
勝
手
に
す

ぐ
れ
た
岸
壁
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

副
所
長
の
泉
田
裕
は「
北
陸
地
域
は
冬
場

の
気
候
が
厳
し
く
、
日
本
海
特
有
の
北
西
季

節
風
に
よ
る
高
波
が
長
時
間
押
し
寄
せ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
港
湾
は

国
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社
会
資
本
と
し

て
の
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
気
候
が

厳
し
い
条
件
下
で
も
港
湾
が
使
え
る
状
態
を

年
間
97・
５
％
と
い
う
高
い
水
準
に
保
つ
た
め

に
、
最
新
か
つ
特
殊
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る

の
で
す
」と
語
り
ま
す
。

巨
大
な
波
の
力
に
耐
え
る
た
め
に
、
構
造

物
も
当
然
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。例

え
ば
防
波
堤
の
多
く
は
、
ケ
ー
ソ
ン
と
呼
ば
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
箱
を
水
中
に
設
置
し
ま

す
が
、新
潟
県
直
江
津
港
で
使
わ
れ
た
ケ
ー
ソ

ン
の
完
成
重
量
は
な
ん
と
一
つ
が
約
８
千
ト

ン
。
一
般
の
港
に
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ソ
ン
よ
り

は
る
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
度
な
技
術
開
発
を
支
え
て
い
る
の
が
、

新
潟
技
調
が
所
有
し
て
い
る「
水
理
実
験
場
」

で
す
。４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
持
つ
施

設
内
に
実
験
水
槽
が
あ
り
、
実
際
の
海
底
や

防
波
堤
を
縮
小
し
た
模
型
を
設
置
し
、
人
工

12

港
湾
や
空
港
は
国
内
外
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、人
の
交
流
や
物
資

の
流
通
を
支
え
る
最
前
線
で
も
あ
り
ま
す
。新
潟
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所（
以

下
、新
潟
技
調
）は
、北
陸
信
越
５
県
の
港
湾
・
空
港
・
海
岸
を
、安
全
で
使
い
や
す

い
施
設
と
し
て
建
設
・
維
持
す
る
た
め
の
調
査
・
設
計
や
技
術
開
発
を
行
う
と
と
も

に
、幅
広
い
技
術
支
援
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 49

北
陸
地
方
整
備
局

新
潟
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

北
陸
エ
リ
ア
の
港
湾・空
港・海
岸
の
事
業
実
施
を

調
査
や
設
計
、技
術
開
発
で
支
え
る

所長　笹 昭二

副所長　泉田 裕

夏は穏やかだが（写真上）、冬は北西の季節風が長
時間吹き続け、時には７ｍを超える激しい高波が観
測される

直江津港沖防波堤

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

9

「後部パラペット型スポットリーフ防波堤」は、堤体全面とパラペット部に作用する波力に位相差が生じることにより、
防波堤全体が同時に受ける波力を小さくできる。それにより、従来よりも防波堤の幅を小さくできるので、コストの
縮減を図ることができる。

新潟技調で開発された新たな構造形式の防波堤
後部パラペット型スポットリーフ防波堤

通常型 後部パラペット型
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的
に
波
を
作
り
出
す
装
置
を
使
っ
て
、
管
内

の
港
湾
・
空
港
・
海
岸
な
ど
の
施
設
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。新
潟

技
調
で
は
、水
理
模
型
実
験
に
よ
り
、後
部
パ

ラ
ペ
ッ
ト
型
ス
ポ
ッ
ト
リ
ー
フ
防
波
堤
の
開
発

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
度
な
技
術
力
を
駆
使
し
て

難
易
度
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
完
遂

新
潟
技
調
が
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、最
先
端
の
技
術
や
難
易
度
の

高
い
工
法
を
必
要
と
し
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
昭
和
61
年（
１
９
８
６
年
）

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
新
潟
西
海
岸
の
整
備
事

業
で
は
、
波
に
よ
る
侵
食
で
海
岸
線
の
後
退

が
進
む
の
を
食
い
止
め
る
た
め
、離
岸
堤（
潜

堤
）、突
堤
、護
岸（
養
浜
）を
組
み
合
わ
せ
た

「
面
的
防
護
工
法
」の
先
駆
的
事
例
と
し
て

大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

現
在
の
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、金

沢
港
で
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
資
す
る
岸
壁

改
良
工
事
が
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年
の
後
半

に
設
計
が
始
ま
り
、
平
成
29
年
に
は
工
事
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
に
短
い
期
間
で
施

工
上
の
制
約
も
多
い
中
、
新
潟
技
調
が
設
計

や
技
術
支
援
を
行
い
、
平
成
31
年
度
末
の
供

用
を
目
指
し
て
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
現
場
を
担
当

し
て
い
る
の
が
調
査
・

設
計
チ
ー
ム
で
す
。
主

に
新
潟
港
や
伏
木
富

山
港
に
関
す
る
設
計

を
担
当
し
て
い
る
設

計
室
調
査
第
二
係
長

の
長
井
一
平
は「
港
に

よ
っ
て
波
の
性
質
や
利

用
す
る
船
舶
も
異
な

る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
設
計
を
い
つ
も

心
掛
け
て
い
ま
す
。
港
湾
の
場
合
は
、設
計
し

た
も
の
が
完
成
し
た
後
に
、
実
際
に
船
が
着

い
て
皆
さ
ん
が
便
利
に
使
っ
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
す
る
時
が
一
番
う
れ
し
い
で
す

ね
」と
、港
湾
設
計
な
ら
で
は
の
達
成
感
を
語

り
ま
す
。

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫

や
災
害
対
応
、地
域
連
携
な
ど

地
域
を
支
え
る
技
術
拠
点
と
し
て

新
潟
西
港
は
信
濃
川
の
河
口
に
あ
る
た
め

土
砂
の
堆
積
量
が
非
常
に
多
く
、こ
れ
を
日
々

浚
渫
す
る（
取
り
除
く
）こ
と
で
、
大
型
船
が

出
入
り
で
き
る
水
深
を
保
っ
て
い
ま
す
。
一
年

間
の
土
砂
の
浚
渫
量
は
日
本
国
内
で
有
数
の

約
80
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
浚
渫
を
主
に
行
っ
て
い
る
の
が
、
大

型
浚
渫
兼
油
回
収
船『
白は
く

山さ
ん

』で
す
。
こ
の

「
白
山
」が
一
年
を
通
し
て
、
し
っ
か
り
浚
渫

で
き
る
よ
う
新
潟
技
調
で
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
笹
）。

こ
の「
白
山
」は
、
災
害
時
に
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
平
成
９
年
の
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー

船「
ナ
ホ
ト
カ
号
」の
重
油
流
出
事
故
で
日

本
海
沿
岸
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を

契
機
に
建
造
が
計
画
さ
れ
、
油
回
収
の
機
能

も
装
備
し
た
大
型
浚
渫
兼
油
回
収
船
と
し
て

平
成
14
年
８
月
に
新
潟
西
港
に
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
普
段
は
浚
渫
作
業
を
行
い
、
大
量
の

油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に

現
場
に
急
行
し
て
油
回
収
作
業
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
や
、

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
被
災
地

へ
の
支
援
物
資
輸
送
に
出
動
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
効
率
よ
く
支
援

物
資
を
積
め
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
西
港
に
は
太
平
洋
戦
争
当

時
に
投
下
さ
れ
た
機
雷
が
、
戦
後
70
年
以
上

経
っ
た
今
で
も
４
０
０
個
近
く
残
存
し
て
お

り
、
浚
渫
や
掘
削
作
業
の
際
に
知
ら
ず
に
グ

ラ
ブ
で
つ
か
む
と
爆
発
す
る
危
険
が
あ
る
と

い
う
の
で
す
。

「
そ
こ
で
開
発
し
た
の
が
、『
軟な
ん
し
ょ
う
げ
き

衝
撃
グ
ラ

ブ
』で
す
。
機
雷
と
い
う
の
は
、信
管
に
４
ト

ン
以
上
の
力
を
加
え
な
け
れ
ば
爆
発
し
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、海
底
の
土
砂
を
つ
か
む『
グ
ラ

ブ
』の
刃
先
に
か
か
る
力
を
、
４
ト
ン
以
内
に

抑
え
る
装
置
を
開
発
し
た
の
で
す
。
こ
れ
を

使
う
こ
と
で
、
安
全
に
浚
渫
や
掘
削
作
業
が

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
笹
）。

新
潟
技
調
は
、
地
域
と
の
連
携
や
振
興
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。調
査
・
設
計
だ

け
で
な
く
広
報
も
担
当
す
る
調
査

課
調
査
第
一
係
長
の
佐
藤
由
浩
は

「
地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
、
管
内

の
港
湾
・
空
港
・
海
岸
な
ど
の
調
査
・
設
計
・

技
術
開
発
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た

『
総
合
学
習
』
を
支
援
す
る
窓
口
も
開
設
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、職
員
の
知
識
や
経
験
を
生

か
し
て
、一
般
の
方
が
持
っ
て
い
る
疑
問
な
ど

に
分
か
り
や
す
く
お
答
え
す
る『
出
前
講
座
』

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

と
語
り
ま
す
。

※　
水
理
実
験
場
に
つ
い
て
は「
も
っ
と
知
り
た
い
」で
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

笹
は「
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
の
ユ
ー

ザ
ー
や
地
元
の
声
を
大
切
し
た
い
」と
話
し

ま
す
。
こ
の
思
い
を
設
計
・
技
術
に
活
か
し
、

港
湾
・
空
港
・
海
岸
の
調
査
・
設
計
だ
け
で
な

く
、
地
域
を
支
え
る
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
と

し
て
新
潟
技
調
の
存
在
感
は
着
実
に
拡
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

●平成14年8月新潟西港に配備
● 全長93.9m　幅17.0m　総トン

数4,185t　航行速力13.1ノット
● 浚渫方式／自航ドラグサクション浚

渫方式（ドラグアーム2基）
●泥艙容量／1,380㎥
● 油回収装置／舷側設置式（2基）、

投げ込み式（1基）
●回収油水槽容量／1,530㎥
● 災害対応として物資保管場所とク

レーンを設置

新潟港湾空港技術調査事務所でメンテナンスを行っている「白山」は日本海を
24時間以内、北海道周辺海域でも48時間以内に航行して油回収作業を行います。

大型浚渫兼油回収船「白山」column

名古屋港の「清龍丸」や北
九州港の「海翔丸」ととも
に、全国の大規模油流出
事故への体制を整えてい
ます。

大型浚渫兼油回収船「白山」

ドラグアーム（2基）

舷側設置式
油回収装置（2基）

投げ込み式
油回収装置

「白山」の諸元

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ
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9
新潟西港（写真奥）と西海岸
（手前砂浜部分）

軟衝撃グラブ引き揚げられた機雷

金沢港無
むりょうじ
量寺岸壁の工事状況

「面的防護工法」とは、約５００ｍ沖合
の潜堤及び海岸から直角に伸びる
突堤などの構造物を複合的に配置
し、さらに潜堤背後に砂浜を造成す
る工法。広い静穏海域と砂浜が創出
され、そこは親水空間としても利用
されている。

設計室調査第二係長
　長井 一平

橋梁も含め、景観に配慮し設計された伏木富山港

調査課調査第一係長
　佐藤 由浩

突堤による沿岸流の抑制

離岸堤（潜堤）波

突堤 突堤潜堤背後の
水位上昇

波のエネルギーを減衰・吸収

従来の海底
砂浜による消波機能 潜堤
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置
し
て
波
を
作
用
さ
せ
、
デ
ー
タ
を
計
測
し
た
り
目
視
で
動

き
を
確
認
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。ま

た
、実
験
と
数
値
計
算
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
適
な
設

複
雑
な
海
の
波
や
流
れ
を
正
確
に
再
現
す
る

３
つ
の
大
型
実
験
水
槽

水
理
実
験
場
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
53
年
。
水
理
実
験
場

の
規
模
と
し
て
は
日
本
最
大
級
を
誇
り
ま
す
。
約
４
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
実
験
場
建
屋
の
中
に
は
、
大
型
の「
平
面
水
槽
」

A
と
B
の
２
つ
に
、防
波
堤
な
ど
の
形
状
を
縦
に
切
っ
た
断
面

で
見
ら
れ
る「
長
水
路（
断
面
水
槽
）」を
加
え
た
３
つ
の
実

験
水
槽
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
波
や
流
れ
な
ど
も
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
簡
単
に
解
析
で
き
そ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
水
理
実
験
施
設
が
必
要
な
の

か
に
つ
い
て
、「
最
近
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
精
度
が
高
く
、
そ
れ
だ

け
で
十
分
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

海
の
波
は
非
常
に
複
雑
で
す
。
例
え
ば
岸

に
押
し
寄
せ
た
波
が
崩
れ
た
後
の
乱
れ
や
、

複
雑
な
形
の
構
造
物
に
作
用
す
る
波
の
力

や
構
造
物
の
動
き
な
ど
は
、
数
値
計
算
だ

け
で
は
と
て
も
再
現
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
現
地
を
再
現
し
た
模
型
を
水
槽
に
設

計
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
」と
調
査
課

長
の
髙
橋
信
幸
は
語
り
ま
す
。

港
の
防
波
堤
や
海
底
を
忠
実
に
再
現
し
た

模
型
を
造
っ
て
実
験

水
理
実
験
場
が
こ
れ
だ
け
大
き
な
実
験
施
設
に
な
っ
て
い

る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
波
や
海
水
の
動
き
を
模
型
で

再
現
す
る
に
は
、
で
き
る
だ
け
実
際
の
港
や
海
岸
の
大
き
さ

に
近
い
方
が
、よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
は
、
平
面
実
験
で
は
対
象
と

な
る
港
の
海
底
地
形
や
防
波
堤
を
50
分
の
１
程
度
の
大
き
さ

で
忠
実
に
再
現
し
た
模
型
を
製
作
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
模
型
に
水
を
張
り
、
造
波
機
で
波
を
作
用
さ
せ
、

計
測
器
で
波
の
高
さ
や
水
の
流
れ
を
計
測
し
、
防
波
堤
や
周

辺
に
及
ぼ
す
影
響
を
確
認
し
ま
す
。し
か
し
、大
き
な
模
型
を

作
る
に
は
、大
変
な
労
力
が
必
要
で
す
。

「
ま
ず
測
量
デ
ー
タ
を
も
と
に
砂
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
モ

ル
タ
ル
を
厚
さ
５
セ
ン
チ
で
打
設
し
、海
底
の
形
や
深
さ
を
正

確
に
再
現
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
港
の
模
型
を
作
る
だ
け
で
、

お
よ
そ
２
カ
月
か
か
り
ま
す
」（
髙
橋
）。

海
底
が
で
き
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
一
度
水
を
張
り
、
設
置

し
た
波
高
計
で
設
計
通
り
の
波
が
発
生
す
る
か
確
認
し
ま
す
。

そ
の
後
い
っ
た
ん
水
を
抜
き
、そ
こ
か
ら
防
波
堤
の
模
型
を
設

置
し
て
い
く
の
で
す
。防
波
堤
の
模
型
は
形
だ
け
で
な
く
重
さ

や
滑
り
や
す
さ
も
同
じ
に
製
作
し
ま
す
。
石
や
ブ
ロ
ッ
ク
も
縮

尺
に
応
じ
た
重
さ
に
製
作
し
ま
す
。
実
験
後
に
は
デ
ー
タ
を

整
理
・
解
析
し
て
結
果
を
ま
と
め
る
の
で
、全
体
で
半
年
以
上

の
期
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、同
じ
水
槽
で
実
験

で
き
る
の
は
年
に
一
回
と
の
こ
と
。「
港
や
海
岸
そ
の
も
の
を

再
現
す
る
」と
は
い
え
、
多
く
の
時
間
と
手
間
、
そ
し
て
知
識

と
技
術
が
、
こ
の
実
験
水
槽
に
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
す
。

水
理
実
験
場
は
見
学
会
も
開
催

新
潟
技
調
で
は
、
地
域
の
方
々
へ
の
広
報
活
動
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
新
潟
技
調
の
仕
事
や
水
理
実
験
場
の
役
割

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、「
水
理
実
験
場
見
学
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

見
学
時
間
は
約
50
分
で
、業
務
概
要
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
よ
る
液
状
化
実
験
、鳴
り
砂
体
験
、防
波
堤
模
型

な
ど
の
説
明
、平
面
水
槽
で
の
造
波
見
学
が
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

見
学
会
を
担
当
す
る
調
査
課 

調
査
第
一
係
長
の
佐
藤
由

浩
は「
学
校
の
総
合
学
習
で
訪
れ
る
小
・
中
学
生
や
高
校
生

が
多
い
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
水

理
実
験
場
が
見
学
で
き
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
見
た
一
般
の
方
の
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。※
『
大
き
な
建
物
が
あ
る
け
れ
ど
、一
体
何
を
行
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
』と
、地
元
の
町
内
会
の
皆
さ
ん
も
来
ら
れ
る
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
方
が
訪
れ
て
く
れ
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

毎
年
夏
に
は「
水
理
実
験
場
一
般
公
開
」を
開
催
し
て
お

り
、新
潟
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
が
開
催
す
る「
親
子
み
な

と
見
学
会
」と
併
せ
て
、多
く
の
人
々
が
訪
れ
る 

“
夏
の
恒
例

行
事
” 

と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
日
常
で
は
あ
ま
り
耳
に
し
な
い「
水
理
」と
い
う
言
葉
で
す
が
、こ
れ
は
、海
の
波
や
流
れ
の
特
性
な
ど
水
の
動
き
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
新
潟
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所（
以
下
、新
潟
技
調
）に
あ
る「
水
理
実
験
場
」は
、新
潟
県
か
ら
福
井
県
の
北
陸
地
方

整
備
局
管
内
の
港
湾
・
空
港
・
海
岸
の
調
査
・
設
計
や
技
術
開
発
を
行
う
際
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の
実
験
施
設
で
す
。

今
回
は
こ
の
水
理
実
験
場
を
紹
介
し
ま
す
。

港
や
海
岸
の
波
や
流
れ
を
正
確
に
再
現

日
本
最
大
級
の
水
理
実
験
施
設

水理実験場
Vol.11Vol.11

水理実験場
「水理実験場」の外観

３つの大型水槽を備えた水理実験場施設図

人工的に波を作り出すことができる
「多方向不規則波造波装置」。コン
ピュータ制御によって84枚の造波板
が独立して動くことで、実際の海に
近い複雑な波を忠実に再現できる。

最も大きな平面水槽 B。消波ブロックも
実物のミニサイズを使用。

水理実験場には「鳴り砂」の体験コーナー
（写真上）や、さまざまな模型などを集めた
展示室も設けられている

防波堤を縦に切った模型の
「断面水槽」では、押し寄せ
た波が防波堤に与える圧力
や波の反射、波が防波堤を
越える水量を計測したり、消
波ブロックや石が移動する
状況を観察できる

圧倒的な広さを誇る実験水槽に、
見学者の間からは感嘆の声も

水理実験場を担当する
調査課の職員

調査課長　髙橋 信幸

※　
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
は
見
学
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
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歴
史
・
文
化
や
伝
説
を
継
承
し
た

景
観
美
に
癒
や
さ
れ
る
ま
ち

〜
三
好
〜

う
し
た
歴
史
的
風
致
を
維
持
向
上
し
個
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、「
地
域
に
お
け

る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法

律
（
通
称
:歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」に
基
づ
き

「
三
好
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
を
作

成
し
、
平
成
22
年
に
国
の
認
定
を
受
け
た
。

こ
の
認
定
計
画
に
基
づ
き
、
県
指
定
有
形
文

化
財
で
あ
る
平
家
屋
敷
阿あ

佐さ

家け

住
宅
の
保
存
修

理
事
業
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
以
前
、
阿
佐
氏
が

所
有
し
て
い
た
が
、

築
後
１
５
０
年
以

上
が
経
過
し
個
人

に
よ
る
維
持
管
理

が
困
難
な
状
態
に

あ
っ
た
た
め
、市
が

建
物
を
購
入
し
公

有
化
し
て
解
体
・

復
元
工
事
を
行
っ

歴
史
的
風ふ
う

致ち

の

維
持
向
上
に
向
け
て

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
県
西

部
で
の
社
会
、
経
済
、
文
化
、
観
光
の
中
心
と

し
て
発
展
し
て
き
た
三
好
市
に
は
、
歴
史
的
建

造
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
家
伝

説
な
ど
の
伝
説
や
伝
統
文
化
、
祭
礼
も
多
く
伝

承
さ
れ
て
お
り
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
が
一

体
と
な
っ
て
人
々
の
暮
ら
し
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
景
観
の
維
持
管
理
に

は
多
く
の
費
用
と
手
間
が
か
か
る
こ
と
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
で
民
俗
芸
能
や
伝
統
技
術
の
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
的

建
造
物
や
、
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の

生
活
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
。観

光
立
市
を
推
進
し
て
い
る
三
好
市
は
、
こ

た
。
ほ
か
に
も
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
で
あ
る
落
合
集
落
の
空
き
家
８
棟
を

市
が
無
償
で
20
年
間
借
り
上
げ
、
そ
の
空
き
家

を
宿
泊
で
き
る
茅か

や
葺ぶ

き
古
民
家
「
桃
源
郷
祖
谷

の
山
里　
茅
葺
き
民
家
ス
テ
イ
」
に
改
修
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
伝
統
芸
能
を
継
承

す
る
た
め
、
地
元
の
小
学
生
に

伝
え
る
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
一
方
、
存
続
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
伝
統
芸
能
を
映
像

に
記
録
・
保
存
し
て
い
る
。

三
好
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

の
宮
田
健
一
さ
ん
に
歴
史
ま
ち
づ
く

り
の
効
果
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

「
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、住
民

が
ま
ち
を
誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

し
て
観
光
客
が
増
加
し
、
住
民
が
『
お
も
て
な

し
』
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
景
観
の
保

全
に
も
関
心
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
落
合
集
落
で
は
屋
根
の
色
を

落
合
カ
ラ
ー（
焦
げ
茶
）に
統
一
す
る
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
歴
史
的
風
致

の
維
持
向
上
の
た
め
の
事
業
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
結
果
は
す

ぐ
に
出
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、時
間
を
か
け

て
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

秘
境
で
の
お
も
て
な
し

三
好
市
で
は
こ
こ
数
年
外
国
人
観
光
客
が

急
増
し
て
い
る
。
平
成
28
年
、
市
内
に
あ
る
五

つ
の
主
要
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
外
国
人
は
、
前

年
比
50
％
増
の
約
１
万
４
８
０
０
人
で
、
初
め

て
年
間
１
万
人
を
超
え
た
。
特
に
香
港
か
ら
来

る
個
人
の
観
光
客
が
多
く
、
自
国
に
は

な
い
大
自
然
や
周
り
の
人
が
ま
だ
行
っ
て

い
な
い
地
方
を
求
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航

空
会
社
）
を
使
っ
て
気
軽
に
訪
れ
て
い
る
。

四
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
四
国
一
広
大
な
面
積
を
有
し
て
い
る
三
好
市
。
平
成
18
年
３

月
、
三み

野の

町ち
ょ
う、
池
田
町
、
山や

ま

城し
ろ

町ち
ょ
う、
井い

川か
わ

町ち
ょ
う、
西に

し

祖い

谷や

山や
ま

村そ
ん

、
東

ひ
が
し

祖い

谷や

山や
ま

村そ
ん

が
合
併
し
誕
生

し
た
。
合
併
後
も
、
地
域
独
自
の
自
然
や
文
化
、
生
活
を
お
互
い
に
尊
重
し
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
て
い
る
。
多
様
な
魅
力
に
溢あ

ふ

れ
る
ま
ち
は
、
今
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
て
お
り
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

三好市教育委員会 文化財課
主査  宮田 健一さん

阿佐家住宅
痕跡や資料などに基づき建築当初の状態に復元。昨年４月から一般公開している。

桃源郷祖谷の山里
茅葺き民家ステイ

東洋文化研究家のアレック
ス・カー氏がプロデュース。
歴史と伝統の趣を残しなが
ら、内部には最新設備が備
わり快適に過ごせる。茅葺き
の高屋根は天井部分が存在
せず、昔はタバコの葉を乾燥
させるための場所だった。

　わが国固有の歴史的建造物や伝統的な人々の活動からなる「歴史的風致※」を生かしたまちづくりを支援するため、平成20年に
制定。同法に基づき、市町村が作成した歴史的風致維持向上計画を国（文部科学省、農林水産省、国土交通省）が認定することで、
法律上の特例や各種事業により市町村の歴史まちづくりを支援する。
※地域におけるその固有の歴史および伝統を反映した人々の活動と、その活動が行われる歴史上価値の高い建造物およびその周辺の市街地とが一体となって

形成してきた良好な市街地の環境

落合集落
江戸中期から昭和初期に建てられ
た民家や畑が急斜面に広がってい
る。集落内の高低差は約３９０ｍ。
現在、約80人が暮らしている。

　「平家物語」では、1185年３月の「壇
だん

ノ
の
浦
うら

の戦い」に敗れた平氏一門の武
将たちは覚悟を決め海に入水し、幼い安徳天皇も祖母に抱かれて西の海に身を
投げたと記されている。また、平清盛の甥・平国盛も源氏の武者二人を道連れ
に海に沈んだと記されている。
　しかし、壇ノ浦で亡くなったといわれる安徳天
皇も国盛も、実は影武者だった！ と祖谷地方では
語り継がれている。
　「壇ノ浦の戦い」の１カ月前の屋

や
島
しま

の戦いで
敗れた平国盛の一行は、幼い安徳天皇をお守りし
ながら、祖谷の地にやって来て、後に阿佐名に住
居を構え、平家再興を図っていたといわれている。
　国盛の死後も子孫は代々この地に住んで阿佐
を姓とするようになった。阿佐家には現在も「平
家の赤旗」と呼ばれる大小二流の旗などが所蔵
されている。

もうひとつの平家伝説

祖谷のかずら橋
平家一族が、追っ手から逃れる
ためにいつでも切り落とせるよ
うにとシラクチカズラという植物
で造ったといわれている。意外と
広い橋床の木の間から、14メー
トル下の渓谷を望め、スリルを味
わうことができる。国指定重要有
形民俗文化財。３年ごとに伝統的
な架け替えが行われる。

琵琶の滝
平家落

おちゅうど
人が京の都をしのび、

この滝で琵琶を奏で、慰め
あっていたことから名付けら
れたと伝えられている

地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづくり法）

高さ１４ｍで
スリル満点！

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第45回

徳島県三好
市

み よ し



20

観
光
客
の
目
的
が
モ
ノ
か
ら
コ
ト
消
費
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
中
、
こ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
メ
ニ
ュ
ー
や
観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。

交
通
の
便
が
良
い
と
は
い
え
ず
秘
境
と
も
呼

ば
れ
る
祖
谷
地
方
で
、「
古
式
そ
ば
打
ち
体
験

塾
」を
開
い
て
い
る
都つ

築づ
き
麗
子
さ
ん
は
、古
式
そ

ば
打
ち
や
着
付
け
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
て
、
外
国
人
観
光
客
か
ら
の
人
気
も

高
い
。
外
国
人
観
光
客
は
、
知
人
か
ら
の
口
コ

ミ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
やYouTube

で
情
報
を

入
手
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

訪
ね
て
来
る
。

外
国
人
の
応
対
に
尻
込
み
し
て
し
ま
う
日
本

人
も
多
い
が
、「
こ
こ
で
は
、
外
国
人
に
も
日
本

人
に
も
同
じ
お
も
て
な
し
を
し
て
い
ま
す
。言
葉

が
違
っ
て
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
簡
単
な
英
単
語

で
ほ
と
ん
ど
通
じ
ま
す
」と
都
築
さ
ん
は
言
う
。

「
外
国
人
観
光
客
が
喜
ぶ
事
を
し
た
い
と
思

い
、
近
所
の
廃
校
を
利
用
し
て
着
付
け
を
始
め

ま
し
た
。
次
に
、
着
物
を
着
る
な
ら
抹
茶
も
喜

ぶ
だ
ろ
う
、
琴
も
…
と
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、か
ご
に
乗
っ
た
ら
喜
ぶ

だ
ろ
う
な
と
思
い
、
地
元
の
人
に
か
ご
を
作
っ
て

も
ら
い
、
か
ご
に
乗
る
体
験
も
追
加
し
ま
し
た
。

地
元
の
人
も
協
力
し
て
く
れ
て
、
提
供
す
る
側

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
」（
都
築
さ
ん
）。

新
し
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る
か
伺
っ

た
と
こ
ろ
、「
今
で
も
十
分
忙
し
い

ん
だ
け
ど
…
」と
笑
い
な
が
ら「
や

り
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
」と
語
っ
た
。
み
ん
な
が
喜
ぶ
体

験
メ
ニ
ュ
ー
は
、こ
れ
か
ら
も
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。

妖
怪
伝
承
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

三
好
市
山
城
町
に
は
平
地
が

ほ
と
ん
ど
無
く
崖
な
ど
の
危
険
な
場
所
が
多
い

た
め
、
親
は
子
ど
も
に
そ
こ
に
現
れ
る
妖
怪
の

話
を
し
な
が
ら
、
危
険
な
場
所
に
近
付
い
た
り

山
の
神
を
荒
ら
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
暗
に
諭
し
て
き
た
。「
四
国
の
秘
境　
山
城
・

大お
お
歩ぼ

危け

妖
怪
村
」村
長
の
宮
本
敬
さ
ん
も
、「
お

盆
は
、
え
ん
こ（
河
童
）に
引
っ
張
ら
れ
る
か
ら

川
に
行
く
な
」と
親
に
言
わ
れ
て
育
っ
た
と
い
う
。

宮
本
村
長
の
叔
父
・
下
岡
昭
一
さ
ん
が「
山

城
に
は
何
も
な
い
と
い
う
け
れ
ど
、自
然
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
空
気
も
水
も
綺
麗
だ
し
、
何
か
や
ろ

う
よ
」
と
声
を
上
げ
、
平
成
８
年
、
妖
怪
村
の

前
身
と
な
る「
藤ふ

じ
川か
わ
谷だ
に
の
会
」を
発
足
し
、藤
川

谷
川
の
環
境
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の

活
動
中
に
、
山
城
町
が
児こ

啼な
き
爺じ
じ
いの
発
祥
地
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
平
成
13
年
に
石
像
を
建
立
。

平
成
20
年
、
藤
川
谷
の
会
を
は
じ
め
14
団
体
を

構
成
員
に「
四
国
の
秘
境 
山
城
・
大
歩
危
妖
怪

村
」を
結
成
し
、
妖
怪
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
や

妖
怪
祭
り
の
開
催
な

ど
、
妖
怪
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
平

成
22
年
に
は
道
の
駅

大
歩
危
内
に
、「
妖

怪
屋
敷
」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。

各
家
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
中
、
町

内
１
５
０
カ
所
に
お
よ
そ
60
種
の
妖
怪
伝
承
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、そ
の
伝
承
を
後
世

へ
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

「
地
元
の
小
学
生
が
山
城
町
に
伝
わ
る
妖
怪

を
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
で
紹
介
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ
リ
『
山
城
妖
怪
め
ぐ
り
』
を

作
り
ま
し
た
。
妖
怪
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
付
近
で
カ
メ

ラ
を
か
ざ
す
と
妖
怪
の
イ
ラ
ス
ト
が
浮
か
び
上

が
り
、
さ
ら
に
近
づ
く
と
そ
の
妖
怪
が
音
声
で

語
り
か
け
て
く
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
子
ど
も
た
ち
に
妖
怪
伝
承
を
語
り
継
い
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
宮
本
村
長
）。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
宮
本
村
長
に

伺
っ
た
。

「
現
在
22
体
あ
る
妖
怪
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
、
四

国
八
十
八
カ
所
霊
場
に
倣
い
、
88
体
に
増
や
し

て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
徴
が
あ
る
巨
木
や
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
伝
説
も
多
い
の
で
、
巨
木
と
妖
怪
を
巡

る
ツ
ア
ー
も
考
案
中
で
す
。
山
城
に
は
何
も
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、見
方
を
変
え
る
と
面

白
い
物
が
見
え
、
深
く
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

面
白
さ
が
増
し
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

桃
源
郷
の
よ
う
な
風
景
や
、
自
然
と
共

生
し
た
暮
ら
し
、
今
も
数
々
の
伝
説
・
伝
承

が
残
る
三
好
市
は
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
あ

り
、
多
く
の
観
光
客
が
魅
了
さ
れ
る
の
も
う

な
ず
け
る
。

見
所
が
多
く
点
在
し
て
い
る
の
で
１
泊
だ

け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
連
泊
し
て
、
都
会

に
は
な
い
魅
力
に
触
れ
て
癒
さ
れ
て
ほ
し
い
。
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おすすめ
スポット

吉野川沿いの約８km の渓谷。大歩危（写真
左）の下流３ｋｍが小歩危と呼ばれる。岩肌
は、およそ１〜２億年前に海底深くで作られた
地層が、隆起と吉野川の浸食で偶然地表に姿
を現したもの。大歩危は国の名勝天然記念物
にも指定されている。渓谷美は、遊覧船やラ
フティングで川の上からも楽しめる。昨年10
月にはラフティング世界選手権が開催された。

池田には、交通の要衝として、また、葉タバコ
などの集積地として発展したうだつ※のまちな
みが残っている。そのまちなみの中にある、幕
末から明治にかけて繁栄した「たばこ製造業者」
の旧居宅がたばこ資料館として公開されている。

小便小僧
祖谷渓を見下ろす200ｍの断崖
には、かつて子どもや旅人たちが
度胸試しをしたという逸話を銅像
にした小便小僧の像が立つ

ひの字渓谷
蛇行する祖谷川の流れがひらが
なの「ひ」の字に似ているところ
から、この名が付いたといわれる

祖谷渓

 うだつのまちなみ・
阿波池田うだつの家たばこ資料館

道の駅大歩危でしか手に入らない大歩危妖怪村グッズ

四国の秘境 山城・大歩危妖怪村 村長　宮本 敬さん

妖怪屋敷（道の駅大歩危）
約70体の妖怪が人形やパネル、映像で紹介
されている

妖怪祭り
毎年11月に開催。昨年
の妖怪行列には、友好を
深めている台湾妖怪村
などからも妖怪が参加
した。

妖怪モニュメント
「妖怪街道」と名付けられた県道
沿いに設置されている

※隣家との境界に取り付けられた土造りの防火壁のこと。
これを造るには相当の費用がかかったため、「うだつ」の
豪華さが富や成功の象徴であった。

古式・そば打ち体験塾 都築 麗子さん
民謡「祖谷粉

こ
ひき節

ぶし
」の唄名人でもある。

外国人観光客は都築さんが唄っている姿
を動画で撮影し、帰国後に自慢している
そうだ。

そばの実を石臼で挽いてそば粉に
するところから、打って切って食べ
るところまで、祖谷そば作りの全工
程を体験できる

祖谷そば
つなぎが入っていないので、
麺が短くて太いのが特徴

そば打ち後は、打ち立てのそばと一緒に、祖谷の食材を使った料理も堪能できる。
（左）石

いわ
豆
ど う ふ

腐（険しい山道を運んでも崩れないようにと考えられた硬めの豆腐）
や、ごうしいも（祖谷地方のやせた急斜面の土地で作られているじゃがいも）など。

（右）鹿肉や祖谷こんにゃくの唐揚げと山菜の天ぷら。

大歩危・小歩危



宅配便の再配達削減に向けた取り組み
　自宅に居ながら買い物ができ、自宅や希望送付先まで運ん
でもらえる。そして、配達される日に不在だった場合でも、不
在通知票などから何度でも無料で届けてもらえる…。
　通信販売はとても便利です。皆さまも利用されたことがあ
ると思います。便利な通信販売、豊富な品ぞろえが魅力かと
思いますが、「欲しい日に欲しい物を届けてくれる」ということ
も魅力の一つではないでしょうか。これを支えているのは、実
際に商品を運ぶ宅配事業者です。宅配事業者の存在があっ
てこその便利さともいえます。
　いま、その宅配事業者が悲鳴を上げています。

　通信販売の利用は年々伸びており、経済産業省の調査に
よると、市場規模は平成28年には15.1兆円に達し、この５
年間で約1.8倍の規模に拡大しています。これに伴い、国内
の宅配便の取り扱い個数も増加しており、平成24年度は約
35億個でしたが、平成28年度には40億個を超えています。
　このような状況の中、約２割を占めると想定される再配達
の取り扱い個数も増加しているものと考えられます。国土交
通省が平成27年に試算した結果によると、この再配達に費
やされている時間は年間で1.8億時間にも上り、これを労働
力に換算すると、年間約９万人のドライバーの労働力に相当
します。一方で、商品を実際に届ける「配送」を支えるトラッ
クドライバーの数は年々減少し、高齢化も進んでいます。ドラ
イバー不足が顕在化する中で、持続可能な宅配便サービスを
着実に確保するためには、再配達削減が急務となっています。
　また、この再配達によって排出されるCO2はおよそ年間42
万トンと試算されており、環境負荷の面からも、対応を考え
なくてはなりません。

再配達削減に向けた取り組み
　国土交通省はこの問題に対応するため、有識者や物流関
係者のみならず、通信販売関係者やコンビニエンスストア（コ
ンビニ）関係者など、幅広い分野の委員で構成された「宅配
の再配達の削減に向けた受取方法の多様化の促進等に関す
る検討会」を平成27年度に開催し、再配達の削減に向けた
具体策として４つの提言を取りまとめました。
　１つ目は「既存の枠組みを超えた関係者間の連携の促進」
です。現在、再配達の削減に向け宅配・通販事業者など企
業ごとに創意工夫を凝らして対応しているところですが、それ
にとどまらず各企業における
既存の取り組みへの相互利用
など、事業者間で連携してい
くことが必要です。
　２つ目は「消費者（受取人）
と宅配事業者・通販事業者と
の間のコミュニケーションの強
化」です。例えばスマートフォ
ンから簡単に受け取り日時な
どの変更ができるアプリの活
用などで、既に一部の事業者
がアプリを提供しています。
　３つ目は「消費者（受取人）
の受取への積極的参加の推

進のための環境整備」です。例えば再配達削減に協力した人
に通販サイトのポイントを付与するなどが考えられ、一部の通
販事業者と宅配事業者が共同で、コンビニ受け取りや宅配事
業者の窓口での受け取りを行った際に、ポイントを付与する
キャンペーンを実施しています。
　４つ目は「受取方法の更なる多様化・利便性向上等の新た
な取組の促進」です。宅配事業者の窓口やコンビニでの受け
取りのほか、いつでも好きな時に荷物を受け取ることができ
る宅配ボックスの設置が進んでいます。また、ニーズの高まり
を受け、本年度から環境省と連携して、駅やコンビニなどの
公共スペースに設置し、複数の宅配事業者かつどなたでもご
利用いただける「オープン型宅配ボックス」の設置に対する支
援を行っています。
　このオープン型宅配ボックスは、再配達の受け取りに利用
できるほか、一部通販サイトからは送付先として直接指定する
ことも可能となっており、好きな時に、人を介さずに受け取る
ことが できます。
無料のメンバーズ
サービスへ登録す
れば、どなたでも、
無料でご利用い
ただけます。便利
で簡単な宅配ボッ
クスを、ぜひご活
用ください。

　また、環境省や経済産業省と連携して「COOL CHOICE
できるだけ１回で受け取りませんかキャンペーン」を実施して
います。キャンペーンサイトでは、賛同企業・団体による再配
達削減のための具体的な取り組みを紹介しています。併せて
ご覧ください。

https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/butsuryu/
　
　

　国土交通省では、宅配便の再配達削減に向け、各種政策
や情報発信を引き続き行っていきます。
　利便性の高い宅配便サービスの持続性の確保および一層
の利便性の向上などの観点から、皆さまのご理解・ご協力を
よろしくお願いいたします。

　さまざまな社会経済活動、そして私たちの生活は、
宅配便を含めた物流システムによって支えられ、成り
立っています。
　一方、宅配便の再配達は、環境負荷の増加や社会
的損失を招いていることから、再配達削減に向けた
新たな取り組みが必要です。皆さまにもこうした社会
的損失について、幅広く理解をしていただくとともに、
問題解決にご協力いただければと思います。
　具体的には…

❶相手に事前に伝える
❷相手の受け取りやすい日時を確認する

❶受け取る時間帯を指定
❷受け取る場所を指定

❶宅配事業者などの受け取り通知サービスを利用する
❷再配達で、受け取る場所を指定
　（コンビニ、宅配ボックスなど）

送るときにできること

注文するときにできること

受け取るときにできること

皆さまへのお願い

トラック輸送就業者の年齢構成

LINEを活用した荷物追跡・
日時変更の例

オープン型宅配ボックスの設置例
（駅に設置されているPUDOステーション）

インターネットを利用した商取引市場規模の推移

出典：経済産業省「電子商取引に関する実態調査」

※ すべての商取引市場規模に対するインターネットを利用した商取引市場規模の割合

（単位：億円）
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※分野ごとの数値は
　平成25年から調査開始
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44,816
49,014

53,532

59,931 68,042
72,398 80,043

宅配便の取り扱い個数

出典：国土交通省発表資料「宅配便取扱実績関係資料」

（単位：億個）
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出典：総務省「労働力調査」（平成 28 年）

15～19歳
0.5%

20～29歳
8.6%

30～39歳
18.7%

40～49歳
32.6%

50～59歳
23.5%

60歳以上
16.0%

50歳以上が
約４割

検 索検 索１回で受け取りませんか
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